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1　は　じ　め　に

水稲の荊培養技術は，多くの県において育種事業の中に

組み込まれるようになってきた。しかし，実際に荊培養を

育種事業で用いる際に効率が低いため，育成される材料が

少なくないことが問題となっている。

カルスからの再分化能については品種間差異が知られて

おり，荊培養育種を進めるに当たっては，あらか■じめ交配

親に用いる品種及び系統の再分化能力について把握してお

く必要がある。

本実験では同一培地でカルス形成及び再分化植物形成程

度が比較できる一段階培養法日を用いて，青森県の基幹品

種及び系統の培養効率を比較した。その結果，若干の知見

を得たので報告する。

2　実　験　方　法

（1）供試品種

1）1987年度

ハツコガネ，ハマアサヒ，コチミノリ，シモキタ，アキ

ヒカリ．ムツホナミ，むつはまれ，むつかおり，ムツニシ

キ，タツミモチ，わせとらもち，サカキモチ，豊盃，華吹

雪の14品種

2）1988年度

つがるおとめ（青系96号），青系102号，青系105号，青

系106号，ふ系145号，ふ系149号，及び比較品種ササニシ

キ，コシヒカリ，あきたこまち，アキヒカリ，タツミモチ，

さわにしき，ヤマホウシ，はなの舞（庄内32号），みちの

くわせ（山形28号）の計15品種．系統

3）1989年度

青系102号，青系105号，青系108号，ふ系143号，ふ系149

号，ふ系153号，及び比較品種ササニシキ，コシヒカリ，あ

きたこまち．つがるおとめ，むつはまれ，アキヒカリ，ム

ツニシ牛，サカキモチの計14品種，系統

（2）材料の調整

材料は穂ばらみ期に，穂先間良＊が5～7cm程度のもの

を採取した。ビニール袋で密封した後，10日間，10℃の低

温処理を行った。窮を置床する際に更に穎花色，荊長及び

荊色を観察し，1核期の花粉を含むと思われる窮を置床し

た（＊止葉の菓耳から葉鞘内の穂先までの長さ）。

（3）培養方法

一段階法培地（N6＋2，4－DO，02mg／D＋NAAlmg

／β＋Yeastl g／β＋ショ糖70g／ゼ）を直径18Ⅲ叫高

さ1研）孤の試験管に10舶分注し，固形斜面培地とした。供

試薪を試験管当り約35個置床し，60日間培養した。培養は

25℃恒温下で，3000guxプラントルックス12時間照明で

行った。

（4）調査方法

置床約数は，培地上に接している粥の測定数とした。カ

ルス形成については，置床後15日目から35日目まで5日間

隔で調査した。再分化については∴荊置床後60日日に緑色

植物休及び白色植物体数を調査した。

3　試験結果及び考察

（1）1987年度の青森県基幹品種のカルス形成及び植物体再

分化の比較（表1）

荊当り緑色植物休程度によって品種を分類した。

①荊当り緑色植物体再分化率5％以上の品種群

サカキモチ，ハツコガネ，シモキタ，むつはまれ

裏l　一段階法における青森県基幹品種のカルス
形成及び再分化能力（1987年）

供試品種
≡≡≡三三蓋三重琵難 垂
（個 ） （％ ）　 （％ ）　 （％ ）　 （％ ）

サ カ キ モ チ 1．58 8　 1 9 ．5　　 9 0 ．0　　 8 3 ．9　 14 ．7

ハ ツ コ ガ ネ 1，6 3 0　 3 0 ．8　　 5 5 ．6　　 6 0 ．2　 10 ．3

シ　 モ　 キ　 タ 1．7 3 4　 2 0 ．4　　 4 9 ．6　　 7 3 ．7　　 7 ．4

む つ は ま れ 1，5 38　 1 4 ．3　　 5 9 ．1　 6 0 ．0　　 5 ．1

わ せ と ら も ち 1．3 2 5　 4 0 ．7　　 3 0 ．1　 38 ．3　　 4 ．7

華　 吹　 雪 1 ，6 12　 2 8 ．0　　 4 0 ．1　 4 0 ．9　　 4 ．6

ハ マ ア サ　 ヒ 1，9 6 7　 14 ．2　　 3 3 ．3　　 7 7 ．4　　 3 ．7

豊　　　　 盃 1 ．6 4 5　　 8 ．9　　 7 7 ．4　　 4 7 ．8　　 3 ．3

ク　 ツ　 ミ　モ チ 1 ．6 3 2　 10 ．4　　 9 4 ．7　　 2 2 ．4　　 2 ．2

ム ツ ニ　 シ キ 1，3 5 3　 12 ．3　　 3 7 ．1　 4 5 ．2　　 2 ．1

コ チ　 ミ　ノ リ 1 ，6 3 3　 12 ．5　　 4 7 ．1　 3 4 ．4　　 2 ．0

む つ か お り 1 ．3 7 5　 16 ．2　　 3 6 ．3　　 2 5 ．9　　 1．5

ア キ ヒ カ リ 2 ．0 12　　 5 ．3　　 4 9 ．6　　 4 1 ．5　　 1．1

ム ツ ホ ナ　 ミ 1 ，8 5 1　 3 ．0　　 5 6 ．4　　 3 8 ．7　　 0 ．6
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これらの品種は荊当りカルス形成率が良好であり，再分

化植物体も多く，更に再分化植物体に占める緑色植物体の

割合（以下■■緑色植物休比率”とする）が60％以上と高く，

すべての項目において良好であった。特にサカキモチは荊

当り緑色植物体再分化率が14．7％，緑色体植物体比率が

83．9％と極めて高かった。

（診耗当り緑色植物休再分化率2～5％未満の品種群

わせとらもち，華吹雪．ハマアサヒ上皇盃，タツミモチ，

ムツニシキ，コチミノリ

これらの品種では，荊当りカルス形成率，カルス当り再

分化率，緑色植物体比率のうちのいずれかがマイナス要因

となり，結果として，薪当り緑色植物体再分化率が5％以

上になり得なかった。

③荊当り緑色植物体再分化率2％未満の品種群

むつかおり．アキヒカリ，ムツホナミ

むつかおりは，カルスからの緑色植物体の発生が極めて

低い品種であった。アキヒカリ，ムツホナミは，カルス形た

成率が大きなマイナス要因となり，約当り緑色植物体再分イ

化率が低率であった。

（2）1988年度の青森県有望系統の再分化能力の比較（表

2）

①供試品種の中で，サカキモチの薪当り緑色植物体再分

化率が10．0％と極めて高率であった。荊当りカルス形成率

26．0％．カルス当り再分化率43．7％，緑色植物体比率88．5

％等，すべてにおいて高水準であった。

②サカキモチの両親であるタツミモチ，さわにしきの再

分化の能力を比較したところ．サカキモチはタツミモチの

カルス形成能力とカルスからの再分化能力，及びさわにし

きの緑色植物体形成能力の両者の優れた因子を引き継いで

いるものと考えられた。また，二段階培養法において再分

化能力が高いと評価されたヤマホウシよりもサカキモチの

再分化能力が総合的に優れていることが認められた。

（診供試系統の中では．青系102号が優れていた。

④ササニシキ，はなの舞，ムツニシキ，あきたこまち，

つがるおとめ，コシヒカリのカルス形成率及び再分化率が

極めて低かった。

（3）1989年度青森県有望系統の再分化能力の比較

①再分化程度が過去3か年で最も悪く，緑色植物体が得

られない系統も多く認められた。

②しかし，品種間の傾向は前2か年とはば同様であり，

サカキモチが高く次いで青系102号が優れていた。

衷2　一段階法における品種及び系統のカルス形
成及び再分化能力（1988年）

供試品種
≡≡書芸三三三重琵難 垂
（個 ）　 （％ ）　 （％ ）　 （％ ）　 （％ ）

サ カ キ モ チ 1 ．6 12　 2 6 ．0　　 4 3 ．7　　 8 8 ．5　 10 ．0

青 系 10 2 号 1 ．7 2 7　 12 ．9　　 4 8 ．4　　 6 6 ．7　　 4 ．2

ヤ マ ホ ウ　 シ 1 ．8 6 5　 14 ．0　　 3 5 ．3　　 8 1 ．5　　 4 ．0

タ　 ツ　 ミ　モ チ 1 ，8 12　 2 2 ．1　 4 5 ．3　　 3 6 ．1　　 3 ．6

さ わ に し き 1 ，6 12　 14 ．1　 2 5 ．4　　 7 2 ．4　　 2 ．6

み ち の く わ せ 1 ．9 5 3　 2 3 ．5　 17 ．6　　 5 8 ．0　　 2 ．4

青 系 10 6 号 1，6 4 7　 3 2 ．1　 1 2 ．9　　 4 8 ．5　　 2 ．0

む つ は ま れ 1，8 6 5　 2 1 ．9　　 3 0 ．4　　 3 0 ．6　　 2 ．0

ア キ　 ヒ カ リ 1，73 5　 1 5 ．2　　 3 5 ．0　　 30 ．4　　 1．6

ふ 系 14 9 号 1，63 1 1 5 ．0　 10 ．2　　 4 2 ．4　 】．5

青 系 10 5 号 1，6 78　 2 1 ．8　　 2 6 ．2　 19 ．8　 1．1

ふ 系 14 5 号 1．8 9 0　 1 5 ．2　 】7 ．4　　 3 8 ．0　　 1．0

サ サ ニ　 シ キ 1，8 4 2　 1 2 ．9　 1 4 ．3　　 4 7 ．1　 0 ．9

は　 な　 の　 舞 1，5 38　 1 0 ．7　　 7 ．9　　 8 4 ．6　　 0 ．7

ム ツ ニ シ キ 1．8 4 2　 12 ．9　 1 6 ．9　　 3 2 ．5　　 0 ．7

あ き た こ ま ち 1．8 0 1 14 ．9　　 8 ．9　　 5 0 ．0　　 0 ．7

つ が る お と め 1 ．7 0 3　 12 ．7　　 8 ．8　　 5 7 ．9　　 0 ．6

コ　 シ　 ヒ　カ リ 2 ，0 0 3　 19 ．0　　 0　　　　 －　　 0

4　ま　　と　　め

サカキモチが極めて高率であり，次いで中生品種系統で

は青系102号，むつはまれ，早生品種ではハツコガネ，シ

モキタが比較的再分化能力が優れていた。

本実験では，一段階培養による培養効率の比較を行った

が，一段階培養法は省力的で，培養期間が短いというメリッ

トがある。しかし，再分化個体が少ない材料も多く認めら

れた。したがって，薪培養育掛こ一段階培養法を用いるに

は，あらかじめ交配親の培養効率をチェ・ブタし．材料の選

定を行ってから，実施することが望ましい。本実験で明ら

かになった再分化能力の高い品種はこのような培養法を用

いる場合の母本として適するであろう。
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